
症状がある場合

症状が出た日

のどの違和感、咳など、いつもの
体調と異なる症状が出た⽇から
検査までの日数

検査陽性

症状により、日数は前後する

症状軽快 療養解除
可能

療養期間（⼊院・宿泊療養・⾃宅療養）

症状が出てから７日間以上経過、かつ、症状改善から
24時間以上経過していれば、検査なしで学校等への復帰が可能

（※入院している場合等は、「Q１」の「A１」を確認してください）

24時間２日間

症状がない場合

検査陽性

療養期間（入院・宿泊療養・⾃宅療養）
５日めに検査キットで陰性を確認した場合は、

６日めから、学校等への復帰が可能

２日間

７日間

１

４

３２

① ⼈⼯呼吸等による治療を⾏わなかった場合
② 症状が出始めた日とし、発症日が明らかでない場合には、陽性が確定した検体の採取日とする
③ 解熱剤を使用せずに解熱しており、呼吸器症状が改善傾向である場合
④ 陽性が確定した検体の採取日とする

【A１追加資料】陽性だった場合の療養解除について
（参考）新型コロナウイルス感染症について｜厚⽣労働省 (mhlw.go.jp)

健康観察期間
発症してから10日経過する
までは、感染リスクの高い
⾏動を避け、感染予防⾏動
を徹底する。
例えば、７⽇めに療養解除
をしたとしても、８〜10日
めまではこれに当てはまる。

健康観察期間
発症してから７日経過するまで
は、感染リスクの⾼い⾏動を避
け、感染予防⾏動を徹底する。
例えば、6⽇めに療養解除をし
たとしても、６〜７⽇めまでは
これに当てはまる。

10日間

療養解除
可能

５日間

７日間


